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主催：福島県土木部・福島県建設技術協会

■開催日時 令和７年１月３１日（金）
１０：１５～１６：３５

■会 場 こむこむ わいわいホール

開 催 次 第

【１】 開 会

１０：１５

【２】 主催者あいさつ 建設技術協会長 中川 善則

１０：１５～１０：２０

【３】 留意事項説明

１０：２０～１０：２５

【４】 発表〔午前〕

１０：３０～１２：００

〈※休憩１２：００～１３：００〉

【５】 発表〔午後〕

１３：００～１５：２０

〈※休憩１５：２０～１５：２５〉

【６】 特別報告 《令和５年度全建賞他》

１５：２５～１６：１０

【７】 審査結果発表及び講評 技術管理課課長 佐藤 研一

１６：１０～１６：１５

【８】 表彰式及びあいさつ 土木部長 矢澤 敏幸

１６：１５～１６：３５

【９】 閉 会

１６：３５



番号 職名 発表者名 テーマ 発表論題 頁

1 県中建設事務所 道路課 主査 矢内　将喜 Ⅰ 吉間田滝根線（広瀬工区）の整備について 1

2 建築総室 建築住宅課 主任建築技師 會田　直也 Ⅰ 双葉駅西側地区災害公営住宅等整備事業 2

3 道路総室 道路管理課 副主査 福田　幸平 Ⅱ 近年における橋梁の老朽化対策について 3

4 会津若松建設事務所 道路課 技師 最上　大輝 Ⅱ
会津若松三島線大谷工区におけるコンクリート橋脚のひび
割れ防止対策について

4

5 県北建設事務所 道路課 主任主査 尾崎　出 Ⅲ 国道399号飯坂東バイパスの取り組み 5

6 県北建設事務所 企画調査課 主任主査 齋藤　太一 Ⅴ 若手技術者の実務に着目した意見交換会 6

7 県南建設事務所 建築住宅課 主任建築技師 松浦　ヒサ子 Ⅴ 白河実業・塙工業統合校実習棟整備事業について 7

8 喜多方建設事務所 道路課 技師 菅野　瑞規 Ⅴ
住民説明会へのCIMの活用について
～住民との円滑な合意形成に向けて～

8

9 喜多方建設事務所 河川砂防課 技師 阿部　知晴 Ⅴ 大谷川園路整備について 9

10 富岡土木事務所 業務課 主査 牧野　和樹 Ⅱ 除草機械の有効活用へ向けた実証実験 10

副主査 佐藤　宏幸

副主査 五十嵐　優太

12 いわき建設事務所 道路課 技師 長谷川　兼太 Ⅲ
駅前再開発事業と連携した道路整備について(国道399号田
町）

12

13 相双建設事務所 企画調査課 技師 髙野　あゆみ Ⅳ
埓浜防災緑地における地域づくり団体との協働について
～みかんの育成を通じた復興支援の伝承～

13

14 喜多方建設事務所 企画調査課 副主査 船田　公一 Ⅳ
中ノ沢温泉の地域懇談会
～コロナショックからの再生に向けて～

14

15 南会津建設事務所 企画調査課 主事 小林　友央 Ⅴ 南会津建設事務所における広報への取り組み 15

16 相双建設事務所 復興祈念公園・海岸課 副主査 井上　智 Ⅰ、Ⅴ 復旧・復興状況の積極的な情報発信 16

藤由　英樹 17

今泉　仁史 20

丸山　征紀 22

県中建設事務所
(鮫川水系ダム管理事
務所)

所長 渡邉　晋 23

会津若松建設事務所 道路課 技師 伊藤　龍生 25

審査結果発表及び講評
16:10～

表彰式及びあいさつ
16:15～

閉会
16:35

開会
10:15～

【テーマ】
Ⅰ．「東日本大震災及び原子力災害からの復興・再生」：復旧復興事業
Ⅱ．「安全で安心できる生活環境の確保」：防災、維持管理、積雪地域・過疎地域の環境整備等
Ⅲ．「ふくしまの活力を支える社会資本の整備」：道路網整備、観光支援等
Ⅳ．「思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり」：まちづくり、環境保全、リサイクル等
Ⅴ．「その他」：新技術、新工法、マネジメント、広報等
【発表時間】
○発表：１０分、質疑応答：５分（１発表当たり１５分）

15:25～
16:10
(5件)

福島県建設技術協会準会員 接地抵抗を利用した地下水位簡易測定法

福島県建設技術協会準会員 コンクリート床版損傷の非破壊点検システムについて

福島県建設技術協会準会員 舗装の新技術、環境工法等について

【令和５年度全建賞受賞】
千五沢ダム再開発事業

【令和５年度全建賞受賞】
国道４０１号　博士峠工区

「令和６年度ふくしまの未来を拓く業務発表会」　発表論題一覧

所属名

12:00～13:00　昼休み

11 相馬港湾建設事務所 建設課 Ⅱ 令和4年福島県沖地震災害からの復旧

10:30～
12:00

（6件）

13:00～
15:20

（10件）

※15:20～
15:25

（休憩）
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コ ンク リ ート 床版損傷の非破壊点検シス テムについて 

ニチレ キ株式会社仙台支店  今泉 仁史 

１  概要 

こ れま でコ ンク リ ート 床版の損傷状態を把握する ために、 目視調査、 電磁波調査

など によ り データ 解析を行ってき ま し た。 従来の電磁波調査は、 解析者の個人誤差

を含むため複数の技術者がク ロ ス チェ ッ ク によ り 解析する ため、 成果品作成に時間

を要する など の課題があり ま し た。 こ のよ う な状況の中、 弊社では、 従来の電磁波

調査を改善する と と も に、 AI を活用し て解析する こ と によ り 、 床版の損傷範囲を精

度良く 把握する 非破壊点検シス テム（ 損傷検出率： 約 90％） を構築し ま し た。  

 

※非破壊点検シス テム（ Smar t 床版キャ ッ チャ ー、 NETI S： CB-150004-VE）  

 

【 図１ 】 Smar t 床版キャ ッ チャ ーによ る 解析結果 
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【 写真１ 】 舗装切削後に判明し た床版の損傷状態 

 

２  Smar t 床版キャ ッ チャ ーでわかる こ と  

( 1)  床版上面（ 舗装下面から 床版の上部鉄筋ま で） の損傷 

( 2)  舗装厚、 床版上部鉄筋のかぶり 厚 

( 3)  鋼床版の添接板の位置、 中空床版のボイ ド 管の浮き  

 

３  活用事例 

( 1)  定期点検 

・ 不可視部分と なる 床版上面の損傷状態が、 精度良く 把握でき ま す。  

・ 交通規制なし で計測でき ま す。（ 計測可能速度： 80km/h ま で）  

( 2)  橋梁補修工事の詳細設計 

・ 床版上面の損傷状態を反映し た実効的な詳細設計が可能と なり ま す。  

※工事の 2 年前に詳細設計が完了すれば、 工事前年の予算要求に反映でき ま す。  

 ( 3)  橋面舗装工事の着工前の調査 

  ・ 現況の橋面舗装厚を把握する こ と で、 床版を傷つけない切削厚を設定でき ま す。  

 

４  おわり に 

  Smar t 床版キャ ッ チャ ーの解析結果を活用する こ と によ り 、 事前に床版の健全度

が把握でき る と と も に、 適切な工法選定に寄与する も のと 思われま す。  
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令和 6 年度ふくしまの未来を拓く業務発表会 

テーマ 舗装の新技術、環境工法等について 

発表者 福島県建設技術協会 準会員 丸山 征紀 外 

概 要 日本道路（株）開発工法のうち、環境に配慮した PET アスコンシリーズについて紹

介させていただきます。 

PET アスコンシリーズ 
ペットボトルからペットボトルへ水平リサイクルするためには、高い純度（A 級品）が求められるた

め、そのリサイクル率は３０％程度です。水平リサイクルできない低い純度（B・C 級品）の廃 PET

は、これまで焼却・埋め立てにより処分されていました。 

この低い純度（B・C 級品）の廃 PET に特殊剤を加えて化学反応させることで、As になじむ親油基

と骨材になじむ親水基が適切に配置されたアスファルト改質剤「ニュートラック」が生まれました。 

この改質剤をアスファルト混合物へ添加することにより、舗装の耐流動性・耐水性が向上します。

改質剤には廃 PET 由来の成分を約 40%含むことから、サーキュラーエコノミー（循環型経済）の実現

へ貢献し、低品位廃 PET の焼却処分に伴う CO2 発生を抑制することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

              改質剤作製工程                          大剣ふ頭 

スーパーPET アスコン 
密粒度アスコン（改質Ⅱ型）をベースに改質剤を添加することで、半たわみ性舗装に近い耐流動性

を得ることが出来ます。密粒度アスコン（改質Ⅱ型）と比較した場合耐流動性・耐水性の向上が見込

まれ、交通条件が厳しい重交通道路やコンテナヤードに適応したアスファルト混合物です。また、半

たわみ性舗装と比較した場合、施工期間を大きく短縮することが可能です。 

 福島県内では、小名浜港大剣ふ頭、第一貨物（株）等での施工実績があります。 

 

再生 PET アスコン 
再生密粒度アスコンをベースに改質剤を添加することで、事前審査制度の特別対策合材（TV）に

示される基準値（DS 等）を満足し、耐流動対策混合物としての塑性変形輪数を満足する合材となっ

ています。密粒度アスコン（改質Ⅱ型）の CO2 排出量は約 80kg-CO2/t ですが、PET アスコンは再

生密粒度アスコンをベースとしているため CO2 排出量は約 70kg-CO2/t と少なく、CO2 発生も抑制

することが可能です。 

福島県内では東北村田製作所等での施工実績があります。 

22



千五沢ダム 

千五沢ダム再開発事業 

県中建設事務所 

 

１  はじ めに 

 福島県石川郡石川町の阿武隈川水系北須川に建設さ

れた千五沢ダムは、 東北農政局が実施した「 国営母畑

開拓建設事業」 の基幹施設と して、 昭和５ ０ 年３ 月に

完成したかんがい専用ダムです。  

 その後、 農業をめぐる情勢が大きく 変化し、 ダム完

成後にかんがい面積が当初計画の半分の約2,100ha と

減少したこと に伴い、ダムに空き容量540 万 m3 が生

じました。 一方、 石川町内では北須川の氾濫により 、

家屋の浸水被害が度々発生していたこと から、 こ の空

き容量540 万m3 を洪水調整のための治水容量と して

活用すること と し、 平成 21 年度から 千五沢ダム再開

発事業に着手しました。  

 

 本事業では、 洪水調整機能を持たないかんがい専用

のダムに洪水調節機能を追加するため、 洪水吐きの改

築、重力式ダム及び放流設備の新設等を実施しました。

特に洪水吐きの改築では、既設の鋼製ゲート を撤去し、

新たに４ つの先端部を有するラビリ ンス型洪水吐きと

呼ばれる全国でも 珍しい型式を採用しました。(こ の型

式では大きな洪水時にダムから水を流す部分を通常の

直線ではなく ジグザグに入り 組んだ形状にするこ と で、

より 多く の水を安全に流すこと ができます。 ) 

 

 

かんがいダムと しての運用を図り ながら 、 平成 26

年度にダム本体改築工事に着手し、 １ 年目は重力式ダ

ム部の掘削、 濁水処理設備工事を行いました。 ２ 年目

は上流進入路、流入部仮締切等の施工を実施しました。

３ 年目は重力式ダム躯体の打設、 水位低下設備工の実

施、 ４ 年目からは流入部の施工に着手しました。  

本工事の特徴と して、 流入部コンクリ ート の複雑な

ブロッ ク分割があり ます。 一般的なコンクリ ート ダム

では直線上に等間隔でブロッ ク分割しますが、 千五沢

ダムの洪水吐きはラビリ ンスと いう 特殊な形状のため、

放射状の分割形態と なり 、 さ らに、 越流頂の配置、 日

打設可能量、分割ブロッ クの構造安定性などを考慮し、

全体を 20 ブロッ クに分割しました。  

 

全建賞 

工事着手前 

洪水吐き平面図 

ブロッ ク 割図 
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形状が大小異なる 20 ブロッ ク の打設組合せパター

ンが三次元的に複雑であること 、 年間の施工時期が非

洪水期に限られること から、 ３ Ｄ－ＣＡＤモデルを作

成しコンクリ ート 打設のスケジュール計画に取り 組み

ました。  

 

 ８ 年目と なる令和３ 年度には、 既設の管理橋、 ゲー

ト 等を撤去し、 令和４ 年度には新設管理橋の下部工を

施工し、 上部工に着手しました。  

 

最終年度と なる令和５ 年度には、 管理橋上部工工事

完了後、 試験湛水を実施しました。 試験湛水は、 令和

５ 年１ ０ 月１ １ 日より 開始し、 湛水期間中の降水量は

141mm、 最大日雨量は 45mm であり 、 計画より 約１

０ 日遅れと なったものの、 令和５ 年１ ２ 月３ １ 日に洪

水時最高水位に到達しました。  

ダム周辺の状況を確認するため、 洪水時最高水位を

１ 日間保持した後に、 水位低下に移行し、 令和６ 年１

月７ 日に常時満水位と なり 、試験湛水を終了しました。 

ダム本体、 流入部、 貯水池周辺斜面での異常は確認

されず、 年度末に工事が完了しました。  

余談ですが、 試験湛水中は年末年始に重なったこと

もあってか、 東日本全域から 観光客が訪れ、 千五沢ダ

ム周辺が非常に賑やかでした。  

 

 本工事が無事に竣工を迎え、 全建賞を受賞出来たの

は、 地元の石川町や母畑地区土地改良区を始め、 ご協

力をいただきました地域の皆様、 調査・ 設計・ 工事に

ご尽力いただきました関係会社の皆様のおかげであり 、

心より 厚く 御礼申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム建設課 渡邉晋 

（ 現： 鮫川水系ダム管理事務所） 

 

 

顔写真 

３ Ｄ－Ｃ ＡＤ 

改築平面図 

事業完了 

令和６ 年１ 月１ 日最高水位到達 

令和6 年 3 月25 日竣工式 

24



25



【MEMO】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


